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　目的　鮫政摩は末端莽と*、末分化どもい的帆、その設割は重大で菊るにもか払的らず

軽範芒帆、依然．鴬問としての麗TLが函難箆全野である．しかし13: がらここで教貧さ帆i

いる営まは式年が女子であり. まtz. その火半は^大で敦有され、曽ん､でヽいるのが実豚で

ある．ag如6ﾜ旅に/s才人口が最嵩に達し、叫良漸減tること"t葛藤するしより魅力ある

｀篆玖条短れの軟負につい7 鳥・tる隼は恵､義ある専^九2^る．この旅な､虹^康j+、ここ7:'

は関東における家政系短火の教喬について現状を調蚤した．

　ちま　関東慧かこ存在する家政£短火の昭如兌旅良カリキa.ラム蕎を机辺した営生要覧、

文御名ヽ蓉鍬を製調－報各各、受験脈沁のヽ蓼良ヽ凝ヽ匂葛を資料とした．各営敢、営糾ヽコース

･こそれぞれフt.-スコータ番嘔を.付しiを頻した．t.たカリペ・.ラム､中の各啄餅回名を分

頻の後、それぞれに4桁のシノ- ラスコード゛蜃号を付して営餅目分額表､訓乍成した．例え

ば食品化啄（講義）はoo｛o.被服鎮収営実習はロoiとした, それぞれをマークカーいこ記

入-しヽﾀﾄ痢文献外観l?ヌ､キーm型梅＼こより刄運しr=.

　鵠粟　奪生要覧の回収率は60％であった. 荻政案緩火の欠部分は戦城の鴬制改革油およ

び抜廣高良吟長期に教立iれていること.、＆短火におけるヽ象政娠の鴬餅は複数（λ~5 ) の

コー又を有していることが明らか乙なった．
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